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役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
平
成
29
年
６
月
９
日
㈮
、
開
催
の
第
１
回

評
議
員
会
に
お
い
て
、次
の
方
々
が
新
役
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
、
会
長
に
山
本
眞
澄
氏
、
副
会
長
に
織
田

忠
宜
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

（
任
期
：
平
成
29
年
６
月
９
日
か
ら
平
成
30
年
度
会
計
に
関
す
る
定
時
評

議
員
会
終
結
の
時
ま
で
。）

【
理
事
】

織
田　

忠
宜
（
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
代
表
者　

美
作
市
大
内
谷
）

森
元　

龍
弥
（
勝
田
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
の
代
表
者　

美
作
市
真
加
部
）

春
名　

信
義
（
大
原
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
の
代
表
者　

美
作
市
川
上
）

上
田　

義
雄
（
東
粟
倉
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
の
代
表
者　

美
作
市
中
谷
）

角
南　

展
弘
（
美
作
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
の
代
表
者　

美
作
市
位
田
）

石
川　

昭
二
（
作
東
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
の
代
表
者　

美
作
市
岩
辺
）

長
船　

洋
行
（
英
田
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
の
代
表
者　

美
作
市
三
保
原
）

橋
野　

耕
一
（
社
会
福
祉
事
業
の
経
営
に
関
す
る
見
識
を
有
す
る
者　

津
山
市
東
一
宮
）

亀
山　

弘
道
（
保
健
医
療
関
係
者　

津
山
市
北
園
町
）

山
本　

眞
澄
（
学
識
経
験
を
有
す
る
者　

美
作
市
立
石
）

【
監
事
】

船
曳　

隆
司
（
財
務
諸
表
等
を
監
査
し
得
る
者　
　
　

美
作
市
湯
郷
）

浅
尾　

善
郎
（
社
会
福
祉
事
業
に
学
識
を
有
す
る
者　

美
作
市
古
町
）

（
敬
称
略
）

新
役
員
紹
介

退
任
の
ご
挨
拶

前
会
長　

春
名　
　

宏

　

皆
様
に
は
、
益
々

ご
清
祥
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
の

役
員
改
選
に
あ
た
り
、

平
成
29
年
６
月
９
日
付
け
を
も
っ
て
、
美
作
市

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

振
り
返
れ
ば
、
平
成
17
年
の
社
協
合
併
当
初

並
び
に
平
成
25
年
よ
り
長
き
に
わ
た
り
、
会
長

の
重
責
を
大
過
な
く
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
偏
に
、
市
民
の
皆
様
を
始
め
、
行
政

並
び
に
地
域
福
祉
関
係
団
体
の
ご
支
援
・
ご
協

力
の
賜
物
と
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

会
長
と
し
て
の
４
年
余
は
、
多
く
の
人
々
と

の
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
福
祉
に
関
係

し
た
財
産
を
沢
山
作
り
出
し
て
い
た
だ
き
、
全

て
が
素
晴
ら
し
い
宝
と
し
て
私
の
心
に
残
り
ま

し
た
。
い
つ
ま
で
も
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
後
と
も
美
作
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
対
し
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
交
誼
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
退
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

社
会
福
祉
法
人 

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会

会　

長　

山
本　

眞
澄

　

こ
の
度
、
平
成
29
年
６
月

９
日
付
で
美
作
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
会
長
の
重
責
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地

域
福
祉
の
充
実
と
発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
・
高
齢
社
会
が
進
展
す
る
中
で
、
家
族

機
能
の
低
下
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
地
域

社
会
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
５
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
に
な
る
時
期
に
あ
た
り
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
生
活
課
題
・
福
祉

課
題
に
対
応
す
る
べ
く
地
域
ニ
ー
ズ
を
発
見
し
、
相
談

や
支
援
に
繋
ぐ
取
り
組
み
を
地
域
住
民
や
関
係
者
の
協

働
の
も
と
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
本
年
度
、
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画
の
策
定
に
着
手
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
基
本
理
念
で
あ
る

『
み
ん
な
で
支
え　

み
ん
な
で
築
く　

福
祉
の
ま
ち
美

作
』
の
実
現
に
向
け
て
、
役
職
員
一
同
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
会
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
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年
４
月
１
日
任
期
開
始
の
新
評
議
員
を
選
任

し
ま
し
た
。

監
査
実
施
状
況

　

決
算
監
査
、
中
間
監
査
、
内
部
監
査
を
行

い
ま
し
た
。

寄
附
金
の
状
況

　

地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
多
く
の
皆
様

か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
附
金

の
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
紙
６
ペ
ー
ジ

に
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

寄
附
金
件
数
：
３
２
５
件

　

寄
附
金
額
：
５
，
４
４
０
，
９
１
７
円

社
協
会
費
の
状
況

　

市
民
や
企
業
等
、
多
く
の
皆
様
に
会
費
を

納
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
区
社
協
の
活

動
費
と
し
て
配
分
（
約
80
％
）
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
数
：
７
，
６
３
７
口

　

納
入
実
績
額
：
７
，
６
９
７
，
５
０
０
円

地
区
社
協
活
動
の
推
進

　

地
区
社
協
を
地
域
福
祉
推
進
の
基
礎
組
織

と
し
て
位
置
づ
け
、
市
圏
域
の
地
域
社
協
連

絡
会
、
地
区
社
協
会
長
会
を
開
催
し
、
連
携

の
強
化
や
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
地
域

の
福
祉
課
題
に
つ
い
て
協
議
す
る
「
福
祉
会

議
事
業
」、
見
守
り
・
支
え
合
い
の
仕
組
み

づ
く
り
と
し
て
、「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト

事
業
」
に
30
地
区
社
協
が
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。

地
域
社
協
連
絡
会
・
地
区
社
協
会
長
会

　

地
域
社
協
連
絡
会
は
４
回
の
役
員
会
を
開

催
し
、
27
年
度
事
業
の
総
括
や
地
区
社
協
メ

ニ
ュ
ー
事
業
に
つ
い
て
協
議
・
決
定
を
行
い

ま
し
た
。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練

を
市
社
協
と
協
働
で
開
催
し
、
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
「
地
域
と
市
社
協

を
結
ぶ
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
在

り
方
」
と
題
し
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
長
会
は
１
回
開
催
し
、
27
年
度
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。

地
区
社
協
福
祉
会
議
の
開
催
取
り
組

み
状
況

　

福
祉
会
議
事
業
は
生
活
福
祉
課
題
の
把
握
、

共
有
を
行
い
ま
し
た
。
30
地
区
社
協
で
延
べ

１
０
１
回
、
１
，
６
７
８
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
協
議
さ
れ
た
主
な
内
容
は
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
の
見
守
り
、
地
区
社
協
だ
よ
り
の

発
行
、
サ
ロ
ン
の
運
営
、
救
急
医
療
情
報
キ

ッ
ト
の
更
新
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
の
推
進

　

地
区
社
協
が
運
営
主
体
と
な
り
、
一
人
暮

ら
し
、
高
齢
者
、
障
害
者
世
帯
等
、
日
常
的

に
見
守
り
が
必
要
な
世
帯
の
拾
い
出
し
を
行

う
見
守
り
会
議
を
開
催
し
、
見
守
り
が
必
要

な
世
帯
に
地
区
住
民
が
定
期
的
に
訪
問
し
、

安
否
確
認
や
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
お

手
伝
い
す
る
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

見
守
り
会
議
は
、
区
長
、
民
生
委
員
、
老

人
ク
ラ
ブ
役
員
等
が
、
大
字
ご
と
に
一
つ
の

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
見
守
り
が
必
要
な
世
帯

や
訪
問
員
の
選
定
を
行
う
も
の
で
、
30
地

区
社
協
、
１
７
９
集
落
、
延
べ
81
会
場
１
，

２
０
７
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
見

守
り
会
議
の
結
果
、
19
世
帯
に
見
守
り
が
必

要
と
判
断
さ
れ
、
調
整
を
行
っ
た
結
果
、
新

た
に
９
世
帯
で
定
期
的
な
訪
問
が
始
ま
り
、

前
年
度
か
ら
の
利
用
者
は
64
名
、
延
べ
訪
問

活
動
は
６
７
５
回
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

事
業
開
始
か
ら
３
年
が
経
過
し
、
利
用
者
・

訪
問
員
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
事
業
内

容
に
つ
い
て
の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
活
動
の
支
援

　

地
域
住
民
と
地
区
社
協
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
が
主
体
と
な
り
、
公
民
館
や
集
会
所
等
を

会
場
に
地
域
住
民
の
交
流
や
集
い
の
場
と
し

て
サ
ロ
ン
活
動
の
運
営
の
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
支
援
の
内
容
は
、
食
材
費
の
助
成
、
人

的
派
遣
、
戸
外
活
動
、
レ
ク
用
品
の
貸
出
、

活
動
費
助
成
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催
で
、

サ
ロ
ン
活
動
の
状
況
は
サ
ロ
ン
数
：
１
５
７

サ
ロ
ン
（
年
６
回
以
上
開
催
サ
ロ
ン
）
登
録

者
数
：
５
，
５
５
９
人
、
実
施
回
数
：
１
，

７
３
８
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。

食
糧
支
援
お
む
す
び
事
業
・
就
学
支

援
リ
ユ
ー
ス
事
業

理
事
会
・
評
議
員
会
等
の
開
催
状
況

　

理
事
会
を
４
回
、
評
議
員
会
を
３
回
開
催

し
、
事
業
・
決
算
報
告
、
定
款
の
変
更
、
規

程
の
改
正
、
事
業
計
画
・
予
算
の
決
定
を
行

い
ま
し
た
。
社
会
福
祉
法
改
正
に
伴
い
、
評

議
員
選
任
解
任
委
員
会
を
開
催
し
、
平
成
29

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
28
年
度 

事
業
報
告・決
算
報
告

　

市
社
協
は
、
５
月
26
日
㈮
に
平
成
29
年
度
第
１
回
理
事
会
を
、
６
月
９
日
㈮

に
第
１
回
評
議
員
会
を
開
催
し
、
平
成
28
年
度
事
業
報
告
と
一
般
会
計
収
支
決

算
報
告
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議案の採決に挙手をする市社協理事
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生
活
困
窮
者
支
援
を
目
的
に
、
市
民
か
ら

お
米
の
寄
附
を
募
り
、
困
窮
世
帯
へ
食
料
支

援
を
行
う
「
お
む
す
び
事
業
」
と
、
不
要
に

な
っ
た
制
服
の
寄
附
を
募
り
、
困
窮
世
帯
の

子
ど
も
へ
の
就
学
支
援
と
す
る
「
リ
ユ
ー
ス

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
お
む
す
び
事
業
：
玄
米
の
寄
附
を
４
９
５

㎏
（
12
人
）
い
た
だ
き
、
29
世
帯
へ
必
要

分
を
提
供
し
ま
し
た
。

●
リ
ユ
ー
ス
事
業
：
勝
間
田
高
校
の
カ
バ

ン
・
靴
を
寄
附
し
て
い
た
だ
き
、
１
世
帯

へ
お
渡
し
し
ま
し
た
。

つ
ど
い
の
広
場
事
業

　

市
内
９
か
所
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
開
設
し
、

サ
ロ
ン
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

延
べ
開
所
日
数
：
３
２
０
日

　

延
べ
利
用
人
数
：
６
，
４
９
５
人

障
害
者
福
祉
事
業
の
実
施

　

障
害
者
共
同
作
業
所
「
む
ぎ
の
会
」
を
運

営
し
、
障
害
者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

　

開
設
日
数
：
１
９
０
日

　

延
べ
利
用
人
数
：
１
，
３
０
１
人

子
ど
も
の
学
習
支
援
・
居
場
所
づ
く

り
事
業
（
新
規
）

　

生
活
困
窮
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
等
の
小

中
学
生
に
対
し
て
、
学
習
支
援
や
居
場
所
の

提
供
等
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

な
が
ら
、
学
習
意
欲
の
向
上
、
日
常
生
活
習

慣
・
社
会
性
・
自
己
肯
定
感
を
育
む
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

実
施
日
数
：
延
べ
41
日
間

　

延
べ
人
数
：
１
０
３
人

美
作
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
等
連
絡
協

議
会
の
設
立
に
向
け
た
取
組
（
新
規
）

　

社
会
福
祉
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
株
式
会
社
等

社
会
福
祉
事
業
を
実
施
す
る
法
人
が
、
分
野

や
立
場
を
超
え
て
、
制
度
の
狭
間
の
ニ
ー
ズ

や
複
合
的
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
新

た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
支
援
を
行
い
、

地
域
の
社
会
資
源
と
し
て
役
割
を
果
た
す
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
連
絡
協
議
会
の
設
立
に

向
け
て
働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と
、
子
育
て

の
手
伝
い
が
で
き
る
人
が
会
員
と
な
り
、
一

時
的
に
子
ど
も
を
預
か
る
相
互
援
助
事
業
で
、

援
助
活
動
の
依
頼
や
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
員
数
：
１
２
５
人

　

延
べ
利
用
件
数
４
５
７
件

「
食
」
の
自
立
支
援
事
業
の
実
施

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者
の
み
の

世
帯
等
に
対
し
て
、
弁
当
を
定
期
的
に
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
の
栄
養
改
善
及

び
安
否
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

配
食
数

　

大
原
支
所
：
１
０
，
１
５
９
食

　

作
東
支
所
：　

４
，
８
３
４
食

　

英
田
支
所
：　

１
，
６
６
４
食

共
同
募
金
配
分
金
事
業

　

募
金
実
績
総
額
４
，
３
４
５
，
０
６
７
円

　

配
分
額
：
２
，
１
６
１
，
５
６
１
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

●
美
作
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
（
33

団
体
・
７
１
４
名
）
事
務
局

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催　

手
話

奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
課
程
受
講
者
17
名

●
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
の
開
催

　
　

参
加
者
：
中
高
生
２
０
４
名

　
　

受
入
施
設
27
施
設

●
小
中
学
生
を
対
象
に
福
祉
教
育
の
推
進

　
　

５
会
場　
　

２
６
８
名

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

判
断
能
力
の
不
十
分
な
認
知
症
高
齢
者
、

障
が
い
者
等
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る

相
談
援
助
や
日
常
の
金
銭
管
理
を
行
い
ま
し

た
。

　

利
用
実
人
数
：
42
名

　

専
門
員
調
査
活
動
状
況
：
２
７
２
件

　

生
活
支
援
員
稼
働
状
況
：
３
５
２
回

法
人
後
見
事
業

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
判
断
能
力
が
低
下

し
た
方
が
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
ま
た
、
様
々
な
権
利
が
侵
害
さ
れ

な
い
よ
う
社
協
が
成
年
後
見
人
、
保
佐
人
、

補
助
人
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
本
人
の
財
産

管
理
や
身
上
監
護
を
行
い
ま
す
。

　

法
人
後
見
運
営
委
員
会
：
３
回
開
催

　

受
任
状
況
：
受
任
中
５
件
、
受
任
待
５
件
、

終
了
２
件

福
祉
情
報
の
提
供

　

広
報
紙
「
は
い
社
協
で
す
」
を
毎
月
発
行

し
福
祉
情
報
の
早
期
提
供
と
紙
面
の
充
実
に

努
め
ま
し
た
。
有
料
広
告
は
延
40
企
業
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

支
援
費
事
業

　

障
害
者
自
立
支
援
事
業
の
訪
問
介
護
事
業

で
、
大
原
・
作
東
事
業
所
で
障
害
者
の
在
宅

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

延
訪
問
時
間
：

　

大
原
事
業
所　

１
，
５
７
２
時
間

　

作
東
事
業
所　
　
　

７
０
９
時
間

介
護
保
険
事
業

　

大
原
・
東
粟
倉
・
作
東
事
業
所
で
質
の
高

い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
共
に
在
宅

福
祉
の
包
括
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
居
宅
介
護
支
援
事
業
（
大
原
支
所
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
等

を
作
成
し
、
相
談
対
応
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
件
数

　

１
，
６
６
２
件

●
通
所
介
護
事
業
（
大
原
・
東
粟
倉
・
作
東

支
所
）

入
浴
・
食
事
・
機
能
訓
練
等
の
通
所
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

延
べ
利
用
人
数
：
大
原
５
，
４
０
７

人
、
東
粟
倉
３
，
０
５
６
人
、
作
東
３
，

５
７
０
人

●
訪
問
介
護
事
業
（
大
原
・
作
東
支
所
）

ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
に
訪
問
し
、
介
護
や
家

事
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

延
べ
訪
問
時
間
：
大
原
６
，
５
６
７
時
間
、

作
東
６
，
９
９
５
時
間



5

平成28年度　一般会計資金収支計算書　（自）平成28年4月1日　（至）平成29年3月31日　（単位：円）
勘　定　科　目 本年度決算額 ① 前年度決算額 ② 増減 ①－②

経
常
活
動
に
よ
る
収
支

収　
　
　

入

会費収入 7,697,500 7,768,500 △ 71,000
寄附金収入 5,440,917 5,484,874 △ 43,957
経常経費補助金収入 58,622,000 37,697,000 20,925,000

補助金 52,432,000 31,507,000 20,925,000
助成金収入 3,900,000 3,900,000 0
共同募金配分金収入 2,290,000 2,290,000 0

受託金収入 54,399,338 114,206,915 △ 59,807,577
事業収入 2,847,379 26,474,230 △ 23,626,851
介護保険事業収入 166,819,218 178,683,364 △ 11,864,146
障害者福祉サービス等事業収入 7,209,450 6,511,010 698,440
受取利息配当金収入 2,590,837 2,620,301 △ 29,464
その他収入 1,275,044 1,264,260 10,784

経常収入計（1） 306,901,683 380,710,454 △ 73,808,771

支　
　
　

出

人件費支出 221,965,603 282,566,602 △ 60,600,999
事業費支出 60,983,743 77,001,234 △ 16,017,491
事務費支出 2,261,220 2,610,501 △ 349,281
共同募金配分金事業費 2,161,561 2,180,143 △ 18,582
助成金支出 23,375,517 24,880,497 △ 1,504,980
負担金支出 1,433,256 796,400 636,856
その他支出 0 104,471 △ 104,471

経常支出計（2） 312,180,900 390,139,848 △ 77,958,948
経常活動資金収支差額（3）＝（1）－（2） △ 5,279,217 △ 9,429,394 4,150,177

施
設
整
備
等
収
支

収
入

0 0 0
施設整備等収入計（4） 0 0 0

支
出

固定資産取得支出 140,400 406,461 △ 266,061
施設整備等支出計（5） 140,400 406,461 △ 266,061

施設整備等資金収支差額（6）＝（4）－（5） △ 140,400 △ 406,461 266,061
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

積立預金取崩収入 14,658,128 4,545,249 10,112,879
その他の活動による収入 0 624,510 △ 624,510

財務収入計（7） 14,658,128 5,169,759 9,488,369

支
出

積立資産支出 2,255,556 2,215,426 40,130
その他の活動による支出 9,006,600 8,868,510 138,090

財務支出計（8） 11,262,156 11,083,936 178,220
財務活動資金収支差額（9）＝（7）－（8） 3,395,972 △ 5,914,177 9,310,149

当期資金収支差額合計（10）＝（3）＋（6）＋（9） △ 2,023,645 △ 15,750,032 13,726,387
前期末支払資金残高（11） 59,332,571 75,082,603 △ 15,750,032
当期末支払資金残高（10）＋（11） 57,308,926 59,332,571 △ 2,023,645

平成28年度　貸借対照表　平成29年３月31日現在　　　　　　（単位：円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科　　　目 当年度末 前年度末 増　　減 科　　　目 当年度末 前年度末 増　　減
流動資産 80,419,771 85,597,250 △ 5,177,479 流動負債 23,110,845 26,264,679 △ 3,153,834
現金預金 24,949,074 22,991,330 1,957,744 未払金 21,047,333 24,486,195 △ 3,438,862
未収金 55,470,697 62,605,920 △ 7,135,223 預り金 2,063,512 1,778,484 285,028
固定資産 601,475,039 608,875,127 △ 7,400,088 固定負債 160,756,871 144,518,702 16,238,169
基本財産 6,000,000 6,000,000 0 退職給与引当金 160,756,871 144,518,702 16,238,169
その他の固定資産 595,475,039 602,875,127 △ 7,400,088 負債の部合計 183,867,716 170,783,381 13,084,335
建物付属設備 (295,911) (346,563) △ 50,652 純 資 産 の 部
車輌運搬具 (604,921) (2,471,510) △ 1,866,589 基本金 6,000,000 6,000,000 0
器具・備品 (5,383,378) (7,430,269) △ 2,046,891 地域福祉活動基金積立金 300,000,000 300,000,000 0
ソフトウェア (0) (39,984) △ 39,984 国庫補助金等特別積立金 213,891 447,224 △ 233,333
退職手当積立基金預け金 (113,221,930) (104,215,330) 9,006,600 介護保険備品等購入積立預金 25,000,000 25,000,000 0
退職給付引当資産 (26,242,261) (23,986,705) 2,255,556 介護保険財政調整積立預金 20,000,000 20,000,000 0
介護保険備品等購入積立預金 (25,000,000) (25,000,000) 0 福祉基金積立預金（寄付金） 25,326,638 39,984,766 △ 14,658,128
介護保険財政調整積立預金 (20,000,000) (20,000,000) 0 財政調整積立預金 76,000,000 76,000,000 0
福祉基金積立預金（寄付金） (25,326,638) (39,984,766) △ 14,658,128 災害救援積立預金 3,400,000 3,400,000 0
財政調整積立預金 (76,000,000) (76,000,000) 0 次期繰越活動収支差額 42,086,565 52,857,006 △ 10,770,441
地域福祉活動基金積立預金 (300,000,000) (300,000,000) 0（うち当期活動収支差額） △ 25,428,569 △ 32,139,650 6,711,081
災害救援積立預金 (3,400,000) (3,400,000) 0 純資産の部合計 498,027,094 523,688,996 △ 25,661,902

資産の部合計 681,894,810 694,472,377 △ 12,577,567 負債・純資産の部合計 681,894,810 694,472,377 △ 12,577,567
※減価償却累計額　91,511,213円
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事　業　名
（寄附金の使途） 事　業　内　容 金　額

救 急 医 療 情 報
キ ッ ト 配 布 事 業

「救急医療情報キット」は、緊急連絡先やかかりつけ医、
服用薬等の救急情報を入れた筒状の容器を冷蔵庫に保
管し、119番通報で駆け付けた救急隊の救命活動に活
かすもので、地区社協を通じて一人暮らしや高齢者世
帯に配布しました。
平成28年度配布数：607個　　配布総数：4,176個

196,701円

地 区 社 協 広 報 誌
作 成 支 援 事 業

地域住民に身近な福祉に関する情報を提供し、地区社
協活動への理解と協力が得られるよう、地区社協が発
行する広報紙の経費の一部を助成しました。

申請地区社協：16地区　　実施回数：29回

404,510円

地 域 文 化 伝 承 事 業

地域の風土や伝統、文化等について地域住民が実演や
体験を通して子どもたちとふれあう世代交流事業を実
施する地区社協に対し、事業費の一部を助成しました。

申請地区社協：10地区

180,000円

高齢者ふれあい・いきいき
サ ロ ン 助 成 金 事 業

年６回以上開催するサロンに対し、65歳以上の高齢者
の登録人数に応じて活動費を助成しました。

申請サロン：157サロン
2,025,000円

買い物サロン支援事業

サロン戸外活動以外に、買い物を希望するサロンに対
し、市社協がマイクロバスの貸出しと運転員の派遣を
年１回実施しました。

申請サロン数：30グループ

308,000円

法 人 後 見 事 業
認知症高齢者・障害者等判断能力が低下した方が、地
域で自立した生活が送れるよう、市社協が成年後見人
等になる法人後見事業の事業費の一部に充当しました。

2,119,286円

「社協だより」広報事業 広報紙「はい！社協です」の印刷代に充当しました。 124,567円

子 ど も の 学 習 支 援・
居 場 所 づ く り 事 業

生活困窮世帯やひとり親世帯等の小中学生に対して学
習支援や居場所の提供をすることで学習意欲の向上や
日常生活習慣等を身につけることを目的に作東支所で
モデル事業として実施。事業費の一部に充当しました。

36,810円

福 祉 会 議 ・ 食 糧 支 援
お む す び 事 業

福祉会議事業及び、生活困窮世帯に市民から寄せられ
たお米を一時的な食糧支援として提供する「おむすび
事業」の事業費の一部に充当しました。

46,043円

　市民の皆様からお寄せいただきました、香典返しや見舞い
返し等の平成28年度寄付金総額は、5,440,917円となりまし
た。皆様からのご厚志に、紙面を通じて心よりお礼申し上げ
ます。美作市社協は、平成28年度の地域福祉活動の財源とし
て、下記のとおり有効に活用させていただきましたので、ご
報告いたします。

寄附金活用報告平成28年度
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お 知 ら せ

2017夏のボランティア2017夏のボランティア
体験事業について
　美作市社協主催による「2017夏のボラ
ンティア体験事業」を７月から８月末に
かけて行います。
　夏のボランティア体験事業は、ボラン
ティアの活動体験を通じて、社会福祉活
動についての理解を深めると共に、様々
な出会いの中から新しい発見や「ともに
生きていく」視点について考える機会を
提供することを目的に開催しています。

　対　象：ボランティア活動に関心があり、自分の意志で参加を希望する中学生以上の方
　活動先：福祉施設、病院、幼稚園、保育園、その他地域のボランティア活動
　参加費：500円
　事前研修会・活動調整会議：７月15日㈯　13：30～15：30
　　　　　　　　　　　　　　作東バレンタインプラザ（美作市江見944）

　詳しくは、社会福祉協議会各支所までお問い合わせください。

社協会費へのご協力ありがとうございました
平成28年度社協会費実績報告

　平成28年度の社協会費は、美作市民の皆様方のご理解とご協力のもとに、下記の実績額となりま
した。これらのご厚志は、地域福祉の推進と地区社協活動の、より一層の活性化を図るために有効
に活用させていただきます。社協会費の趣旨にご賛同し、ご協力をいただきました会員の皆様と加
入促進にご尽力いただきました各地区社協の役員・福祉委員の皆様に、この場をお借りして、心よ
り御礼申し上げます。

勝田地域 大原地域 東粟倉地域 美作地域 作東地域 英田地域
会　費
実績額 857,000円 1,035,000円 315,000円 2,797,500円 1,939,000円 754,000円
助成金
配分額 757,100円 912,400円 278,300円 2,376,100円 1,707,700円 649,700円

7,697,500円平成28年度社協会費実績額
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６
月
１
日
㈭
、
作
東
長
寿
セ
ン
タ
ー
会
議
室

で
「
美
作
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
等
連
絡
協
議

会
」
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
作
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
等
連
絡
協
議
会

は
、
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

株
式
会
社
等
社
会
福
祉
事
業
を
実
施
す
る
12
法

人
が
集
ま
り
、
制
度
の
狭
間
の
ニ
ー
ズ
や
複
合

的
な
課
題
な
ど
地
域
が
必
要
と
す
る
新
た
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
支
援
等
の
「
地
域
に
お

け
る
公
益
的
な
取
組
」
を
行
う
こ
と
を
目
的
に

発
足
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
設
立
総
会
（
一
部
）、記
念
式
典
（
二

部
）
が
行
わ
れ
、
一
部
で
は
設
立
準
備
会
で
検

討
さ
れ
た
議
案
の
承
認
や
、
美
作
市
内
の
社
会

福
祉
法
人
等
連
絡
協
議
会
の
正
副
会
長
の
選
任

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
に
就
任
し
た
社
会
福
祉
法
人
幸
輝
会
の

橋
野
耕
一
氏
は

　
「
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
人

へ
は
一
つ
の
法
人
等
で
は
対
応
で
き
な

い
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
協
議
会
で
各
法

人
等
が
協
働
し
て
し
っ
か
り
と
支
援
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。」
と
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
部
で
は
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的

な
取
組
」
と
題
し
、
美
作
大
学
生
活
科

学
部
社
会
福
祉
学
科
の
小
坂
田
稔
教
授

の
講
演
が
あ
り
、
本
事
業
の
対
象
で
あ

る
生
活
困
窮
者
等
は
単
な
る
経
済
的
な

困
窮
者
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
的
孤
立

を
し
て
い
る
者
も
含
ん
で
い
る
こ
と
を
説
か
れ
、

「
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
地
域
の
中
で
孤
立
し

て
い
る
方
へ
の
支
援
は
、
単
な
る
サ
ー
ビ
ス
提

供
で
終
わ
ら
ず
、
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
地
域
の

つ
な
が
り
に
関
連
づ
け
な
が
ら
支
援
を
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。」
と
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
後
は
生
活
困
窮
者
等
、
制
度
の
狭
間
で
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
方
々
に
対
し
て
、
衣
食

住
の
基
本
的
な
生
活
の
自
立
か
ら
就
労
へ
と
段

階
的
に
支
援
し
て
い
く
た
め
、「
生
活
困
窮
者

等
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
」、「
ゴ
ミ
屋
敷
の

清
掃
事
業
」、「
就
労
訓
練
事
業
」
な
ど
の
事
業

展
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
法
人
が
分
野
や
立
場
を
超
え
て
相
互
に

連
携
を
と
る
県
内
で
初
と
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
、
美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
事
務
局
と
な

り
、
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

県内初となるネットワークがスタート！

美作市内の社会福祉法人等
連絡協議会が発足

団結に向けてガッツポーズ

○社会福祉法人 日本原荘
○社会福祉法人 経山会
○社会福祉法人 幸輝会
○社会福祉法人 光風福祉会
○社会福祉法人 千寿福祉会
○社会福祉法人 勝明福祉会
○社会福祉法人 津山みのり学園
○特定非営利活動法人 ワークサポート
○特定非営利活動法人
　地域生活支援センターみまさか
○株式会社 ライフサポート
○NPO法人美作自立支援センター
○社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

美作市内の社会福祉法人等
連絡協議会　参加法人一覧
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　美作市社協は、美作市や岡山県社協からの補助金や受託金を大きな財源としており、この他
にも共同募金配分金や在宅福祉サービス事業などを実施し、活動財源の確保に努めています。
　また、行政の福祉施策とは違った住民主体の地域福祉活動を実施する財源として、社協会費
や寄附金の自主財源の確保が重要となっています。
　社協会費は、市民の皆様を対象とした会員制度を採って、地域福祉推進に取り組む美作市社
協の運営や事業への参加・協力を財政面でお願いするものです。
　本年度も、美作市の地域福祉の充実を図るためにも、趣旨をご理解の上、多くの皆様に社協
会員にご加入いただき、ご支援くださいますようお願いいたします。
　社会福祉協議会では、年間を通じて会員を募集していますが、７月１日～８月31日は、『強化
月間』として位置づけております。本年度も社協会員制度の趣旨にご理解いただき、ご協力よ
ろしくお願いいたします。

　社協の事業をご理解いただき、財政的支援をしていただける方のことです。
●会員会費には３種類あります

年　額 主な対象 内　　　　　　容

普通会員 1,000円 市　　民 毎年、地区社協などを通じて戸別に会員加入をお願いいた
します

賛助会員 3,000円 市　　民 社会福祉協議会の事業にご賛同いただける個人の方々に
ご協力をお願いいたします

特別会員 5,000円 企業・法人等 社会福祉協議会の事業にご理解・ご賛同いただける企業・
法人等にご協力をお願いしています

会員とは？

　社協では、「地域住民による地域住民のための支えあい制度」として、会費制度を設けていま
す。市民の皆様からご協力いただく会費によって当社協及び、地区社協等が行う事業が支えられ、
美作市の福祉のまちづくりを進めていくことができます。多くの皆様にご理解をいただき、会
員加入というかたちで、地域福祉活動を応援していただきますようよろしくお願いいたします。

　美作市には現在31の地区社協が組織されています。地区社協では、行政や公的な制度・サー
ビスでは対応しきれない地域の福祉課題に対し、自治会役員、民生児童委員、愛育委員、栄養委員、
ボランティアなどの福祉関係者が参加し、横の連携を取りながら、おたがいさまネット事業（一
人暮らし高齢者等のお宅への月１回以上の定期訪問）や救急医療情報キットの設置活動、ふれ
あいサロンへの助成などの他、それぞれの地域特性に応じた様々な福祉活動が行われています。
会費の配分金はこの様な地区社協活動を支える重要な活動資金となっています。

美作市社会福祉協議会美作市社会福祉協議会

なぜ会費が必要なの？

地区社協とは？

平成
29年度会員加入会員加入のお願いのお願い
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美
作
市
地
域
社

協
連
絡
会
は
４
月

27
日
㈭
、
作
東
長

寿
セ
ン
タ
ー
で
第

１
回
連
絡
会
を
開

催
し
、
平
成
28
年

度
の
事
業
報
告

と
、
平
成
29
年
度

事
業
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

同
連
絡
会
は
地

区
社
協
活
動
の
更
な
る
発
展
の
た
め
市
内
６
地
域

の
地
区
社
協
の
代
表
者
と
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
、
愛
育
委
員
、
栄
養
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

地
区
社
協
事
業
専
門
員
会
、
自
治
振
興
協
議
会
の

代
表
者
が
集
い
、
情
報
交
換
や
地
区
社
協
運
営
に

関
す
る
研
修
や
調
査
を
目
的
と
し
て
下
記
の
事
業

を
行
い
「
地
域
住
民
の
参
加
と
支
え
合
い
に
よ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
地
区
社
協
活
動
の
担
い
手
確
保
に

向
け
た
高
齢
者
の
定
義
や
、
サ
ロ
ン
活
動
の
支
援

に
つ
い
て
社
協
事
業
専
門
員
会
で
の
意
見
を
集
約

し
、
地
域
社
協
連
絡
会
で
協
議
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
４
人
に
１
人
が
発
症
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
、
先
進
地

視
察
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
社
協
連
絡
会
を
開
催

市地域社協連絡会の事業を協議する関係役員

平成29年度
美作市地域社会福祉協議会

連絡会事業計画

１．事業方針　美作市地域社会福祉協議会連絡会は、美作市の地区社協
活動の更なる発展のため、代表者が集い、相互の情報交換と、地域社会
福祉協議会運営に関する研修及び調査等を行う場として、次の各事業を
行い「地域住民の参加と支えあいによる福祉のまちづくり」を目指します。

２．事業計画
期　　日 事　　業 内　　　　容

平成29年４月27日 第１回 役員会 １）平成28年度事業報告について
２）平成29年度事業計画（案）について

平成29年６月中旬 第２回 役員会
１）平成28年度 福祉ネットワークづくり事業
　　・地区社協メニュー事業の実績報告について
２）おたがいさまネット事業の実績報告について
３）平成28年度 社協会費・寄附金事業の実績報告について
４）平成29年度 社協会費のお願いについて
５）サロンリーダー研修会の開催ついて

平成29年６月下旬 第１回地区社協
会長・事務長会

平成29年
　10月24日㈫

役員研修会　鳥取県琴浦町の認知症予防対策事業について
　　・研修時間：9：30～15：00
　　・研修内容：介護予防教室の見学と認知症予防事業の視察

平成29年11月下旬 第３回 役員会
１）地区社協活動の担い手確保に向けた高齢者の定義について
２）サロン活動の支援について
３）地域文化伝承事業の見直しについて

平成30年２月下旬 第４回 役員会
１）地区社協活動の担い手確保に向けた高齢者の定義について
２）サロン活動の支援について
３）地域文化伝承事業の見直しについて

不妊でお悩みの方 痛みでお悩みの方
慢性皮膚疾患でお悩みの方 目でお 悩みの方
置　き　薬 配　　　達

①訪問介護員
常勤勤務（試用期間有り）
　　　　　　…￥150,000～
パート…試用期間￥800
上記介護職員・有資格者に限る

②生活支援者
運転免許必要
日常生活の支援
野外作業・料理・掃除・洗濯・等
時給…￥８００ー

NPO法人シルバーライフサポートもも

急募急募 訪問介護職員・生活支援者
資格・年齢
不問

お問い合わせ　0868-73-0110お問い合わせ　0868-73-0110
URL：http://lifemomo.jp

地
域
社
協
連
絡
会
を
開
催
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楢
原
地
区
社
協
の
本
年
度
第
１
回

目
の
福
祉
会
議
を
５
月
19
日
㈮
に
世

代
交
流
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
し

た
。

　

前
年
度
行
っ
た
活
動
の
報
告
の
の

ち
に
、
本
年
度
に
お
い
て
も
、
お

た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
を
推

進
し
、
マ
ッ
プ
に
よ
る
高
齢
者

等
の
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
く

こ
と
、
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
重

点
課
題
と
し
て
活
動
し
て
い
る
、

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
「
情
報
カ
ー
ド
」
の
更
新

に
重
点
を
お
い
て
活
動
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

楢
原
地
区
に
お
い
て
も
、
高
齢
者

が
生
き
が
い
を
も
っ
て
健
康
で
安
心

し
て
生
活
が
送
れ
る
地
域
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

（
寄
稿
：
楢
原
地
区
社
会
福
祉
協
議

会　

会
長　

内
海　

八
千
代
）

支所通信

み
ま
さ
か
支
所

か
つ
た
支
所

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
て

楢
原
地
区
社
協 

第
１
回
福
祉
会
議
を
開
催

　

平
成
29
年
５
月
20
日
㈯
、

か
つ
た
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、

平
成
29
年
度
勝
田
地
区
社
協

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
28
年
度
の

事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
の

後
、
平
成
29
年
度
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
熱
心
な
協
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
課
題
解
決

に
向
け
た
具
体
的
な
活
動
と

し
て
、
広
報
紙
を
活
用
し
住

民
の
見
守
り
活
動
の
意
識
向

上
・
啓
発
に
取
り
組
む
、
見

守
り
会
議
を
行
っ
て
い
な

い
大
字
に
対
し
て
開
催
を
呼
び
か

け
る
、
地
区
社
協
役
員
の
地
域
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
研
修
を
行

う
、
等
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
今

年
度
も
充
実
し
た
活
動
の
展
開
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

勝
田
支
所　

道
上　

由
美
子

課
題
解
決
に
向
け
て
熱
心
に
協
議

平
成
29
年
度 

地
区
社
協
総
会
を
開
催

楢原地区社協福祉会議

◀
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

見守り会議（久賀）勝田地区社協だより
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株式会社 吉野自動車

吉 野 観 光 バ ス

民間車検工場

岡山県知事登録  旅行業 3-281

小型から大型バスまで

自動車販売・整備

美作市五名77

☎
FAX
（0868）76-0311
（0868）76-0312 ☎0868-74-3103

８月5日㈯・6日㈰ 2日間
開催〈4,000発〉

大花火大会
西の屋

〈3,000発〉

美作市尾谷
（旧英田町 R374沿）

美作市役所英田総合支所
各種イベントあり
屋台多数あり

臨時駐車場

西の屋へのシャトルバス運行有

あなたのまちの
高齢者ふれあい・いきいきサロン

　

お
も
か
げ
サ
ロ
ン
は
、
活
動
を
始
め
て
５
年
目

を
迎
え
ま
す
。
４
〜
５
人
で
お
菓
子
持
ち
寄
り
の

お
茶
会
か
ら
、「
ご
は
ん
を
作
っ
て
一
緒
に
食
べ

ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
、
毎
回
「
会
食
と
お
し
ゃ
べ
り
」
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
「
か
た
苦
し
い
こ
と
は
苦
手
」、「
し
ゃ
べ
る
だ

け
で
い
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
、
気
軽
に
誰
で
も

参
加
し
や
す
い
会
を
基
本
に
考
え
て
い
ま
す
。
参

加
者
は
、「
食
べ
る
口
と
し
ゃ
べ
る
口
」
を
持
っ

て
く
る
こ
と
‼
と
し
て
い
ま
す
。
季
節
の
も
の
を

と
り
入
れ
た
炊

き
込
み
ご
は
ん

や
、
そ
う
め
ん
、

鍋
料
理
な
ど
を

作
っ
て
み
ん
な

で
お
い
し
く
い

た
だ
い
て
い
ま

す
。
お
し
ゃ
べ

り
の
中
に
は
、

様
々
な
分
野
の

知
識
や
知
恵
を

何
気
な
く
話
題

に
取
り
入
れ
て

気
軽
に
学
習
し

て
い
ま
す
。
会

食
だ
け
で
は
な

く
、
囲
碁
ボ
ー

ル
や
ゲ
ー
ム
も

楽
し
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
戸

外
活
動
で
市
内

を
ド
ラ
イ
ブ
し

た
り
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
や
消
防
署
の
見
学
や

買
い
物
に
も
行
き
ま
し
た
。
前
回
は
み
な
さ
ん
久

し
ぶ
り
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
も
行
き
ま
し
た
。
○
○

年
ぶ
り
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
溝
そ
う
じ
ば
か
り
し
て

い
た
人
も
い
ま
し
た
が
、
笑
い
が
い
っ
ぱ
い
の
１

日
に
な
り
ま
し
た
。

　

５
年
経
て
ば
５
才
大
き
く
な
り
ま
す
。
参
加
で

き
る
人
が
減
る
傾
向
に
あ
り
、
参
加
の
仕
方
・
内

容
な
ど
も
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
が
、
み
ん
な
で

楽
し
い
サ
ロ
ン
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
寄
稿
：　

代
表　

平
尾　

章
子
）

大原
地域

みんなで楽しく会食♪

戸外活動でボウリング☆

お
も
か
げ
サ
ロ
ン

　

お
茶
会
か
ら
発
展
し
た
サ
ロ
ン
！
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ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
毎
週
１
回
公
民
館

で
介
護
予
防
体
操
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
ま
で
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

サ
ポ
ー
タ
ー
作
東
全
体
と
し
て
は
、
作
東

地
域
の
敬
老
会
や
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
行
事

等
の
際
に
依
頼
を
い
た
だ
き
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
に
体
操
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

ど
う
い
っ
た
き
っ
か
け
で
活
動
を
始
め

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

平
成
19
年
に
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
に
参
加
し
て
、
こ
れ
は
自
分
の
健

　

作
東
地
域
に
お
住
ま
い
の
樽
井
清
江
さ

ん
は
、
平
成
28
年
度
ま
で
介
護
予
防
体
操

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
サ
ポ
ー
タ
ー

作
東
」
の
会
長
を
長
年
務
め
ら
れ
、
サ
ロ
ン
や

老
人
ク
ラ
ブ
、
ま
た
敬
老
会
等
の
地
域
行
事
で
介
護

予
防
体
操
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
活
動
に
つ
い
て
お
伺
い

し
て
き
ま
し
た
。

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

【
作
東
地
域
】

樽
井　

清
江 

さ
ん

康
の
た
め
に
も
良
い
と
思
い
、
地
域
で

の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
平
成
21
年
に

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
サ
ポ
ー

タ
ー
作
東
」
と
し
て
作
東
地
域
全
体
で

の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

活
動
の
中
で
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
？

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
際
に
、「
体

が
楽
に
な
っ
た
」、「
気
持
ち
が
前
向
き

に
な
っ
た
」、「
外
出
が
面
倒
で
な
く
な

っ
た
」
等
た
く
さ
ん
の
嬉
し
い
反
応
を

い
た
だ
い
た
こ
と
が
励
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
毎
週
公
民
館
で
の
体
操
の

際
に
、
参
加
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
ニ
コ

ニ
コ
と
笑
顔
で
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
も
嬉

し
い
で
す
ね
。
笑
顔
で
取
り
組
む
こ
と
は

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

活
動
を
続
け
る
秘
訣
は
あ
り
ま
す
か
？

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
主
役
と
い
う
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と

参
加
者
と
一
緒
に
活
動
で
き
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
研
修
会
や
行
事

の
際
の
他
地
区
と
の
情
報
交
換
も
活
動
継

続
に
役
立
っ
て
い
ま
す
ね
。

今
ご
自
身
が
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

　

華
道
や
茶
道
な
ど
長
年
嗜
ん
で
い
る
こ

と
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
俳

句
は
頭
の
体
操
に
も
つ
な
が
る
の
で
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
他
に
は
２
年

ほ
ど
前
よ
り
陶
芸
教
室
に
通
っ
て
い
て
、

備
前
焼
の
花
瓶
や
コ
ッ
プ
を
作
っ
て
い
ま

す
。
習
っ
た
通
り
に
制
作
す
る
の
は
な
か

な
か
難
し
い
で
す
が
楽
し
い
で
す
よ
。

そ
れ
で
は
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
よ
う
と
い
う
方

へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

活
動
す
る
側
も
参
加
す
る
側
も
、
と
に

か
く
「
元
気
」
が
一
番
で
す
。「
元
気
な

体
で
元
気
な
言
葉
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

楽
し
く
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

輝
く
輝
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

公民館で元気に体操!

地域行事での体操指導の様子
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みまさか商工会 7～8月イベント情報みまさか商工会 7～8月イベント情報

未来へ！地域と歩む商工会

みまさか商工会
＜本部＞ 美作市栄町187-4 
 TEL 0868-73-6520

皆
様
の

 

ご
来
場
を

  

お
待
ち
し
て

    

お
り
ま
す

7/15㈯ ････
7/15㈯ ････
7/22㈯ ････
7/23㈰～25㈫
7/29㈯ ････
8/1㈫ ･････
8/13㈰ ････
8/14㈪ ････
8/15㈫ ････

勝田あんこうまつり
大原野外映画まつり
商工会夏まつりin 武蔵
勝央町天神まつり
美作ふるさと祭り花火大会
夏まつり作東
東粟倉夏祭り花火大会
英田ふれあいふる里夏まつり
西粟倉村夏祭り花火大会

本社 岡山県津山市東一宮21-1
 TEL.0868-27-7744

株式会社RELATION

■コンピュータシステムの設計、開発及び販売
■ネットワークの設計、構築
■コンピュータ機器の販売
■インターネット接続サービス業（RELNET）
■CATV運営
☆スマホ、タブレット向けプログラム開発

http://www.rel-ltd.com/

☆優秀な人材募集中☆
SEを募集しています

相談
　

借
金
の
返
済
が
滞
る
よ
う
に
な
り
破

産
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

破
産
を
し
て
し
ま
う
と
手
元
に
ま
っ
た

く
財
産
が
無
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
仕
事
や
自
宅

の
こ
と
、
周
り
の
人
に
知
ら
れ
な
い
か
な
ど
も
心
配

で
す
。回答

　

ま
ず
、
財
産
に
つ
い
て
で
す
が
、
破

産
を
し
て
も
、
総
額
99
万
円
相
当
の
財

産
は
手
元
に
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
金
は
も
ち
ろ
ん
、
自
動
車
も
価
値
が
低
い
も
の
で

あ
れ
ば
、
手
元
に
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
険
も
、

解
約
返
戻
金
の
な
い
保
険
や
、
解
約
返
戻
金
が
あ
っ

て
も
低
額
で
あ
れ
ば
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
田
舎

の
田
や
山
は
、
破
産
手
続
き
で
処
分
で
き
ず
に
結
果

的
に
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

次
に
、
仕
事
で
す
が
、
破
産
し
た
こ
と
を
理
由
に

解
雇
す
る
こ
と
は
違
法
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
破
産

を
し
た
こ
と
に
よ
り
会
社
を
辞
め
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
但
し
、
税
理
士
な
ど
の
多
く
の
士
業
な
ど
法

律
で
資
格
を
一
定
期
間
失
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

る
職
業
で
あ
れ
ば
職
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

　

破
産
を
す
れ
ば
官
報
に
掲
載
さ
れ
ま
す
が
、
周
り

の
人
で
官
報
を
見
て
い
る
人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す

の
で
破
産
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性
は

低
い
で
す
。
し
か
し
、
破
産
を
し
た
こ
と
に
よ
り
家

を
手
放
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
引
っ
越

し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
知
ら
れ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
破
産
手
続
き
で
は
裁
判

所
か
ら
の
通
知
や
破
産
管
財
人
か
ら
の
連
絡
が
自
宅

に
来
る
の
で
同
居
の
家
族
に
内
緒
で
破
産
を
す
る
こ

と
は
難
し
い
で
す
。

　

最
後
に
自
宅
に
つ
い
て
で
す
が
、
自
宅
が
家
族
の

名
義
で
、
ご
自
身
の
借
金
の
担
保
に
抵
当
権
を
設
定

し
て
い
な
け
れ
ば
破
産
し
た
こ
と
で
自
宅
を
失
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
宅
が
自
分
の
名
義

で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
手
放
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
但
し
、
親
族
な
ど
に
自
宅
を
買
い
取
っ
て
も

ら
え
れ
ば
、
破
産
し
た
後
も
自
宅
に
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

相 談 コ ー法 律 ナ ー

弁護士法人
ゆずりは美作法律事務所
弁護士  　大 山　 知 康
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公益社団法人  美作市シルバー人材センター

シルバー人材センターで
健康・生きがいをつかもう

60超えてもまだまだ元気・
再度社会に貢献しよう!

本　　　所 美作市北原498 ☎72-8711
英 田 支 所 美作市福本810-2 ☎74-2113
東部連絡所 美作市宮本90-1 ☎78-0155

まずはお電話で
ご相談ください。

会員募集中!
農作業他

草刈り 剪定

障子貼り

草取り

介護保険Q&A

Q デイサービス（通所介護）とデイケア（通所
リハビリテーション）の違いはなんですか

A どちらもご自宅から通って利用できる通所
施設ですが、デイケアはリハビリテーションに主
眼を置いた施設であるのに対して、デイサービス
はリハビリテーションだけに特化せず、レクリエ
ーション等含め一日を過ごしてもらえる施設です。
　どちらを利用するかは、担当のケアマネージャ
ーにご相談ください。

Q 家族が認知症となっていますが、デイサービ
スを利用することはできますか

A 介護認定を受けている方であれば、介護保険
サービスを利用できます。デイサービスでは、経
験豊かなスタッフが対応します。デイサービスに
通われることで規則正しい１日の流れができ、ご
家族の負担を軽減できることが多く見られます。
　また、デイサービス以外にも、ホームヘルパー
の派遣や通所リハビリテーション等様々なサービ
スを利用することができますので、担当ケアマネ
ージャーにご相談ください。

Q 自宅から医療機関まで遠く、通院が困難で
す。デイサービス利用時間内に病院受診をするこ
とができますか

A サービス利用時間内に病院を受診すること
はできません。
　病院を受診した段階で、サービス利用が「中断」
したことになります。そのため、受診後に再度デ
イサービスを利用することはできません。
　病院受診後にデイサービスを利用するかデイサ
ービス利用後に受診することはできますが、利用
するには事前に事業所にご相談ください。

大原指定居宅介護支援事業所　保利圭一朗

よくある介護保険サービスの疑問について、お答えします。
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平
成
29
年
３
月
21
日
か
ら

平
成
29
年
５
月
20
日 

受
付
分

香
典
返
し

梶　

並　
　

小
椋　

𠮷
枝　

様

（
亡　

満　

則
）

真
加
部　
　

豊
田　

哲
裕　

様

（
亡　

榮　

次
）

矢　

田　
　

藤
笠　

敬
二　

様

（
亡　

貴
美
子
）

古　

町　
　

中
山　

喜
弘　

様

（
亡　

悦　

子
）

下
庄
町　
　

中
島　

一
明　

様

（
亡　

敬　

二
）

下
庄
町　
　

大
杉　

虎
一　

様

（
亡　

猛　

）

北　

山　
　

岡
田　

茂
正　

様

（
亡　

文　

子
）

下
香
山　
　

小
林　

隆
夫　

様

（
亡　

令　

子
）

中　

尾　
　

綱
澤　

孝
朗　

様

（
亡　

政　

志
）

中　

尾　
　

久
安　

親
治　

様

（
亡　

哲　

男
）

湯　

郷　
　

丸
児　

安
江　

様

（
亡　

允　

夫
）

大
井
が
丘　

本
位
田
貴
大　

様

（
亡　

浩　

之
）

栄　

町　
　

井
口　
　

収　

様

（
亡　

婦
貴
子
）

三
倉
田　
　

山
中
清
四
郎　

様

（
亡　

ふ
み
こ
）

山　

口　
　

山
本　

邦
子　

様

（
亡　

忠　

晃
）

大　

原　
　

廣
瀬　

正
明　

様

（
亡　

岡
本
瑞
夫
）

平　

田　
　

橋
本　
　

謙　

様

（
亡　

敏　

枝
）

楢
原
下　
　

小
林　

恵
子　

様

（
亡　

香
津
枝
）

巨　

勢　
　

杉
山　

繁
樹　

様

（
亡　

進　

）

巨　

勢　
　

大
澤　

忠
夫　

様

（
亡　

美　

敏
）

海　

田　
　

小
林　

靖
旦　

様

（
亡　

三　

義
）

田　

殿　
　

浅
野　

康
紀　

様

（
亡　

一　

枝
）

　

奥　
　
　

篠
山　

暢
人　

様

（
亡　

武　

夫
）

三
保
原　
　

青
山　

一
美　

様

（
亡　

卓　

一
）

上　

山　
　

髙
藪　

伸
二　

様

（
亡　

基　

子
）

城　

田　
　

田
中　

鶴
正　

様

（
亡　

弘　

子
）

下　

山　
　

山
本　

清
子　

様

（
亡　

睦　

男
）

中
河
内　
　

中
川　

英
雄　

様

（
亡　

芳　

枝
）

英
田
青
野　

西
本　

和
之　

様

（
亡　

毅　

）

岩　

辺　
　

石
川　
　

涼　

様

（
亡　

雅　

和
）

豊　

野　
　

花
村　

研
次　

様

（
亡　

大
前
て
る
よ
）

川　

北　
　

安
本　

民
雄　

様

（
亡　

眞
知
子
）

土　

居　
　

岩
﨑　

信
彦　

様

（
亡　

實
枝
子
）

赤
磐
市　
　

岡
田　

芳
三　

様

（
亡　

み
よ
し
）

池
田
市　
　

森
田　

孝
子　

様

（
亡　

水
本
房
江
）

津
山
市　
　

片
山　

純
子　

様

（
亡　

孝　

子
）

津
山
市　
　

安
東　

春
樹　

様

（
亡　

政　

雄
）

勝
央
町　
　

梶
並　

淑
香　

様

（
亡　

三　

郎
）

加
東
市　
　

山
下　

成
司　

様

（
亡　

緑　

）

見
舞
返
し

真
加
部　
　

坂
元　

絹
江　

様

一
般
寄
付

豆　

田　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク　

様

土　

居　
　

池
田
知
惠
野　

様

〒709-4234　美作市江見280
TEL（0868）75-2622　FAX（0868）75-7081

〒707-0113　美作市真加部1616
TEL（0868）75-3601　FAX（0868）75-3602

編集・発行　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

英 田 支 所

東粟倉支所

勝 田 支 所

美 作 支 所

大 原 支 所

本所・作東支所

〒707-0412　美作市古町1850-1
TEL（0868）78-0509　FAX（0868）78-3230

〒707-0403　美作市東青野844-1
TEL（0868）78-2800　FAX（0868）78-2946

〒707-0014　美作市北山401
TEL（0868）72-3677　FAX（0868）72-3969

〒701-2604　美作市福本806-1
TEL（0868）74-2488　FAX（0868）74-3232

福祉とは「ふだんのくらしのしあわせ」をみんなでつくるかつどうです。

社協だよりは、皆様からお寄せいただいた社協会費・寄付金の一部を使って発行しています。

　

湯
郷
地
区
社
協
（
会

長
：
角
南
展
弘
）
は
、
毎

年
、
第
一
小
学
校
児
童
２

年
生
・
５
年
生
と
、
田
植

え
、
稲
刈
り
、
し
め
縄
づ
く
り
、
餅
つ
き
を

通
じ
た
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
75
名
の
児
童
が
手
植
え
の
田
植

え
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
「
大
変
さ
が
よ
く
わ
か
っ

た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
米
の
大
切
さ
を

実
感
す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
「
美
作
市
内
の
社
会
福
祉
法
人

等
連
絡
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
協
議
会
は
、
市
内
に
事
業
所
を
も
つ
12
法

人
14
事
業
所
が
、
地
域
貢
献
・
社
会
貢
献
と

い
う
共
通
の
目
的
の
元
に
集
ま
り
、
組
織
し

ま
し
た
。

　

協
議
会
が
発
足
し
た
６
月
１
日
は
、
記
念

日
の
多
い
日
に
あ
た
る
よ
う
で
、
日
本
記
念

日
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は「
牛
乳
の
日
」

「
資
格
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
日
」「
総
務
の
日
」「
ム

ヒ
の
日
」「

飯
の
日
」
等
々
、
多
く
の
記

念
日
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
、
発
足
し
て
間
も
な
い
組
織
で

す
。
美
作
市
の
新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
担

い
手
と
し
て
、
皆
で
力
を
携
え
、
今
後
活
動

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
協
議
会
が
発
足
し
た
こ
の
日
が

「
美
作
市
の
地
域
貢
献
・
社
会
貢
献
の
日
」

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
想
い
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。

【 

あ
と
が
き 

】

表紙の写真

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

　
　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


